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衛星データビジネス
公開マッチング

Synspectiveは、自社独自の小型SAR衛星の開発から、衛星コンステレーションを構築し、SARデータの販売と
データ解析技術を用いたソリューション事業を展開しています。

Synspective：会社概要

会社名 株式会社Synspective

設立 2018年2月22日

資本金 11,099百万円（2025年9月末時点）

本社
所在地 東京都江東区三好三丁目10番３号

グループ
会社

Synspective SG Pte. Ltd.(シンガポール）
株式会社Synspective Japan（東京都江東区）
Synspective USA HD, Inc.（米国デラウエア州）
Synspective USA, Inc.（米国コロラド州）

従業員数 222名（連結、2025年9月末時点）
23ヵ国のグローバルチーム

事業内容
・SAR画像データ販売
・衛星データを利用したソリューションサービス
・小型SAR衛星の開発・運用

本社／Synspective Japan

Synspective SG Pte. Ltd 大和テクノロジーセンター
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StriXは内閣府「革新的研究開発推進プログラム（ImPACT）」の成果を応用し、JAXA、東大、東工大等と共同
開発された衛星です。2028年には世界のあらゆる地域をほぼリアルタイムで観測できるように30機での衛星コ
ンステレーション構築を予定しております。

当社SAR衛星「StriX」

軌道投入前サイズ
約0.8m × 1.0m × 0.8m

2025 2026 2027 2028
After

4           10         20+          30+衛星基数

観測頻度 数時間毎 ２・３時間毎 毎時以上

軌道投入後サイズ
約5.0m × 1.0m × 0.8m
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StriXは世界最高レベルの地上分解能を実現し、観測モードの切替えにより現状他衛星事業者を上回る広範囲撮像
も可能です。加えて災害等の緊急時には迅速な画像デリバリーも実現しております。
※緊急撮像のデリバリー時間の実績は個別にお問い合わせください

StriXの分解能

■ 各衛星事業者のスペック比較（観測モードは各社の高分解能モードでの比較）

社名 国 創業年 観測モード 地上分解能 撮像域

Synspective 日本 2018年

Staring spotlight mode
(高分解能モード) 0.25m 10km×3km

Sliding Spotlight mode 0.5m 10km×10km
Strip map mode
（広範囲モード） 2.6m 20km×50～500km

A社 フィンランド 2014年 高分解能モード 0.25m 5km×5km
B社 アメリカ 2016年 高分解能モード 0.25m 5km×5km
C社 アメリカ 2015年 高分解能モード 0.25m 10km×10km
D社 日本 2005年 高分解能モード 0.46m 7km×7km
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2025年度は以下の緊急撮像フローにて前頁の撮像後2時間以内のデータ提供を実現
2026年度以降はプラットフォームからユーザが直接緊急撮像を注文するフローも整備
＜緊急撮像フロー＞
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参考：緊急撮像フロー（2025年度） Confidential

画像取得確認 撮像注文 画像取得 自動
解析 データ提供/報告まとめ

緊急撮像
事前連絡～撮像計画
（48~24時間前）

緊急撮影要求
(～撮像1.5時間前)

データ共有
（撮像2~3時間後）

情報提供完了
（～72時間後）

気象予報や
被災情報等で
画像取得判断

撮像計画検討

緊
急
観
測
場
所
の
決
定

データ
提供緊急撮像

データ
受領

GISシステムへ
掲載

画像、図面、GISファイルを
メール送付及びクラウド共有

メールや電話
等で調整

観測システムに
緊急撮像場所を
登録

発災

ダウンリンク

衛星データビジネ
ス公開マッチング

ユーザ
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自社衛星であるStriXの衛星画像を活用して自然災害被害の状況把握を支援しております。（状況に応じてStriX
以外の衛星画像も活用します。利活用シーンに合わせて最適な衛星画像の組み合わせをご提案します。）

SAR衛星画像を活用したユースケース

※出典：朝日新聞（https://www.asahi.com/articles/photo/AS20251119002441.html?oai=ASTCM1QL9TCMUTFL011M&ref=yahoo_kijinaka）

浸水解析 被害建物検出

：浸水域
：建物

 刻々と変化する浸水区域を把握し、避難や洪水防災活動に関する
意思決定を支援します。
 浸水域ポリゴンデータを顧客に提供
 浸水面積、浸水家屋数も併記
 マップ上に浸水域と浸水建物を図化

夜間や悪天候時においても撮像後
平均2時間で情報提供を実現する
ことで、防災担当者の意思決定を
支援
（翌朝以降の活動計画を前日中に
立案可能）

 被災後1回の撮像により、夜間・曇り・火炎のある状況でも家屋倒
壊（ハイリスク）エリアを推定して家屋被害の概略把握を支援し
ます。
 2025年11月18に発生した大分市佐賀関で発生した火災につい
て、火災が発生した範囲※で被害可能性が高い建物が多く検出
できました。

：報道※により示されている延焼範囲

StriXの高分解能モードでの撮像結果を
もとに解析を実施
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